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1. はじめに 

丸太打設による液状化対策の実大施工実験 1),2)について，各種サウンディングによる地盤調査結果と水平土圧の計

測結果を示し，丸太打設による地盤の改良効果について述べる． 
2. 地盤調査方法 

 地盤調査は，丸太打設前の原地盤と，丸太打設後の改良地盤で，地盤の強度を求めるために，①標準貫入試験(SPT)：

JIS A 1219，②スウェーデン式サウンディング試験(SWS)：JIS A 1221，③簡易動的コーン貫入試験(PDCPT)：JGS 
1433-2003，④オートマチックラムサウンディング 3)(ARS)，⑤ピエゾドライブコーン 4)(PDC)を，また，丸太打設に

よる水平土圧の増加を確認するために，⑥フラットダイラトメータ 5)(DMT)による水平土圧計測を実施した．図-1

に丸太打設前の地盤調査位置を，図-2に丸太打設後の地盤調査位置を示す．丸太打設後のＮ値の増加に関する検討

においては，いずれのサウンディングについても，丸太間の対角線中央部（図中の a の位置）の値を用いたが，図

-2に示す b および c，さらには改良範囲の辺上，辺から 0.25m および 0.5m 離れの位置（図-2で改良範囲の上部）に

おいても調査を実施した． 
 ②～⑤のサウンディング試験の結果は，いずれも N 値に換算し，N 値換算値（換算 N 値 N1とは異なる）として検

討した．それぞれの換算式を，式(1)～式(4)に示す． 
SWS6)： N=0.002Wsw+0.067Nsw （砂・砂質土）       (1) 

ここで，Wsw：1000N 以下で貫入した場合の荷重(N)，Nsw：回転により貫入させた時の貫入量 1m 当たりの半回転数(回/m) 
PDCPT7)： Nd>4 のとき：N=1.1+0.30Nd，Nd≦4 のとき：N=0.66Nd （砂質土）    (2) 

ここで，Nd：簡易動的コーン貫入試験より得られた 100mm ごとの打撃回数(回) 
ARS3)： N=Nd ，ただし，Nd≦5 のとき：Nd=Ndm ，Nd>5 のとき：Nd=Ndm-⊿Ndm    (3) 

ここで，Nd：ラムサウンディングで得られたコーン試験値（回），Ndm：ラムサウンディングで得られた 200mm ごと

の打撃回数(回)，⊿Ndm：トルクより求められる補正回数(回) 
PDC4)： N=Nd ，ただし， Nd=10/d-0.16Mr    (4) 

ここで，Nd：ピエゾドライブコーンで得られた貫入抵抗値（回），d：ラ

ムサウンディングの1 打撃当たりの貫入量(cm)，Mr：回転トルク(N･m) 
3. 丸太打設前後の N 値と N 値換算値 

図-3に，C 区画（丸太打設間隔 4D(D:末口径)）におけるサウ

ンディング試験結果を丸太打設前後の N 値または N 値換算値で

示す．丸太径 D と打設間隔から算出される改良率 asは，A, C, E
区画それぞれ as=3.1%(5D)，4.8%(4D)，8.0%(3D)である． 

図-3より，液状化

の可能性がある砂層

のうち，Fs2層，As層

では，丸太打設後の N
値（N 値換算値）はい

ずれも原地盤のそれ

より大きくなること，

深度が深くなるほど

N 値（N 値換算値）の 図-2 丸太打設後の地盤調査位置
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図-1 丸太打設前の地盤調査位置 
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増加は大きくなることがわかる．また，尖り加工した先端部

においても丸太打設後の N 値（N 値換算値）の増加は大きく

なっており，先端加工の影響は無視できると考えられる． 
4. 丸太打設前後の補正 N 値 

図-4に，SPT および PDC により求められた原地盤と丸太打

設後の補正 N 値を示す．拘束圧の補正および細粒分含有率の

補正は，建築基礎構造設計指針 8) による方法を用いた．図中

には，サンドコンパクションパイル（以下SCPと表す）の設計法 9)

（A 法）に示される改良率 as=0.05，0.10，0.15 も併記した． 
いずれの区画も丸太打設後の補正 N 値は，ほとんどが SCP

の設計値と同等かそれ以上の値となっていることがわかる．

Fs1層の細粒分含有率は 15～62%とばらつき，かつ，40%以上と大きいものが多いことか

ら，丸太打設前の補正 N 値は 25 以上であり，浅い層で液状化が生じる可能性が低い地

盤であった．このような上載圧が低くやや硬い層では，丸太打設後の N 値があまり上昇

しない可能性も考えられる． 
5. 水平土圧 

図-5に，丸太打設間隔を 3D，4D とした場合のフラットダイラトメータ試験結果を丸

太打設前後の静止土圧係数 K0の比で示す．丸太打設前の K0に対し打設後の K0は，打設

間隔 3D では砂層で約 1.2～2.8 倍，打設間隔 4D では Fs1層を除く砂層で約 1.1～2.4 倍で

あり，室内実験結果 10)と同様，丸太を打設することで水平土圧が増加することがわかる． 
6. まとめ 

 本実大施工実験における地盤調査結果より，以下が明らかとなった． 
(1) 丸太打設された丸太間の地盤は，SCP の設計値（A 法）と同等かそれ以上に地盤が

強化され N 値が増加する． 
(2) 深度が深くなるほど N 値または N 値換算値の増加は大きくなる． 
(3) 丸太先端部においても打設後の N 値の増加は大きくなっており，先端加工の影響は無視できると考えられる． 
(4) 丸太打設によって水平土圧は増加し，丸太打設間隔を 4D とした場合の静止土圧係数は 1.1～2.4 倍となる．  
謝辞：本実験は，「浦安市が管理する施設を利用した液状化対策工法の実証実験」により浦安市から実験場所を提供し

ていただいた．また，実験の一部は，林野庁地域材供給倍増事業のうち木造住宅・木造公共建築物等の構造部材開発等
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図-3 C 区画（丸太打設間隔 4D(D;末口径)）における丸太打設前後の N 値または N 値換算値 
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(a)標準貫入試験(SPT)    (b)ピエゾドライブコーン(PDC) 

図-4 原地盤と丸太打設後の補正 N 値 9) 
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図-5 フラットダイラトメー

タ試験結果(C,E 区画) 
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